
技

術

・

職

業

教

育

の

実

践 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

工

藤 

英

太

郎 

一 
は

じ

め

に 

  

本

分

科

会

は

中

学

・

技

術

教

育

と

高

校

職

業

教

育

（

農

業

・

工

業

・

商

業

・

水

産

な

ど

）

の

参

加

者

で

構

成

さ

れ

て

い

る

。

 

 

今

回

の

参

加

者

は

一

日

目

八

名

で

、

例

年

よ

り

も

少

数

で

あ

っ

た

の

こ

と

や

二

日

目

に

他

分

科

会

に

参

加

し

た

い

と

の

要

望

も

あ

り

、

急

き

ょ

一

日

の

み

の

日

程

と

し

た

。

共

同

研

究

者

の

倉

部

氏

、

上

原

氏

、

町

井

氏

、

司

会

者

の

樋

上

氏

、

工

藤

氏

の

他

に

商

業

科

よ

り

芦

別

高

校

・

佐

藤

氏

、

工

業

科

よ

り

室

蘭

工

業

高

校

・

清

水

氏

、

北

海

道

教

育

大

学

・

池

田

さ

ん

の

参

加

と

な

っ

た

。

例

年

参

加

の

中

学

技

術

よ

り

江

差

北

中

学

校

・

内

糸

氏

や

農

業

科

よ

り

音

更

高

校

・

高

野

氏

は

都

合

に

よ

り

一

日

目

の

参

加

が

困

難

で

あ

っ

た

の

で

見

送

ら

れ

た

。

 

 

研

究

課

題

は

 

（

一

）

 

技

術

・

職

業

教

育

を

め

ぐ

る

状

況

 

①

 

生

徒

を

取

り

巻

く

状

況

（

学

習

・

生

活

・

進

路

）

 

②

 

教

育

条

件

の

整

備

と

北

海

道

の

教

育

政

策

 

③

 

学

校

間

・

地

域

と

の

連

携

 

④

 

キ

ャ

リ

ア

教

育

と

技

術

・

職

業

教

育

 

（

二

）

 

 
 

①

中

学

校

の

教

育

実

践

（

技

術

科

）

 

 
 

②

高

等

学

校

の

教

育

実

践

（

専

門

学

科

）

 

 
 

③

職

業

教

育

・

職

業

訓

練

と

学

力

保

障

 

⑤

 

学

習

指

導

要

領

の

改

訂

と

教

育

課

程

の

編

成

 



二 

レ

ポ

ー

ト

報

告 

 

１ 

工

業

高

校

が

地

域

と

結

び

つ

く

た

め

に

 

～

修

理

活

動

の

続

き

～

 

 
 

冷

蔵

庫

を

作

っ

て

み

た

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

～

２

０

１

３

課

題

研

究

～

 

 
 

 

北

海

道

旭

川

工

業

高

等

学

校

定

時

制 

樋

上 

諭

 

 

例

年

実

施

し

て

い

る

「

お

も

ち

ゃ

の

病

院

」

は

、

昨

年

度

は

「

パ

ソ

コ

ン

分

解

講

座

」

に

変

更

し

た

。

全

日

制

や

旭

川

高

専

に

も

依

頼

し

た

が

断

ら

れ

、

定

時

制

に

依

頼

が

あ

っ

た

。

こ

の

講

座

自

体

が

夏

休

み

開

催

で

あ

っ

た

た

め

、

夏

休

み

前

に

実

際

に

生

徒

と

事

前

学

習

を

し

た

。

参

加

生

徒

は

５

名

で

あ

っ

た

。

 

 

さ

て

今

年

度

は

市

の

計

画

変

更

に

よ

り

「

パ

ソ

コ

ン

分

解

講

座

」

中

止

と

な

っ

た

。

現

在

は

基

礎

実

習

や

資

格

指

導

の

間

で

行

う

修

理

を

考

え

、

同

僚

の

自

宅

に

眠

っ

て

い

る

お

も

ち

ゃ

を

修

理

し

、

旭

川

市

の

児

童

施

設

に

寄

付

す

る

こ

と

に

し

た

。

寄

付

で

き

た

の

は

プ

ラ

レ

ー

ル

の

車

両

２

０

台

、

レ

ー

ル

、

お

も

ち

ゃ

の

ロ

ボ

ッ

ト

な

ど

５

０

点

だ

っ

た

。

 

 

樋

上

氏

は

前

任

校

の

富

良

野

緑

峰

と

の

違

い

に

触

れ

、

修

理

品

の

回

収

に

苦

慮

し

て

い

る

と

述

べ

て

い

る

。

今

後

は

一

般

市

民

に

向

け

た

、

修

理

品

回

収

の

方

法

の

検

討

と

実

施

に

向

け

た

取

り

組

み

を

行

い

た

い

と

考

え

て

い

る

。

 

 
 

 

冷

蔵

庫

作

成

を

課

題

研

究

で

取

り

組

ん

だ

実

践

報

告

。

冷

蔵

庫

作

成

に

は

自

然

対

流

式

非

電

化

、
コ

ン

プ

レ

ッ

サ

式

、
ペ

ル

チ

ェ

式

等

が

あ

る

が

、

実

現

可

能

で

安

価

な

ペ

ル

チ

ェ

式

を

採

用

。

ペ

ル

チ

ェ

素

子

は

８

０

０

円



ほ

ど

で

あ

る

。

生

徒

に

ペ

ル

チ

ェ

素

子

の

学

習

を

勧

め

た

。

計

画

で

は

木

材

で

箱

を

作

り

、

中

に

断

熱

材

を

貼

り

付

け

ペ

ル

チ

ェ

素

子

で

冷

や

す

も

の

で

あ

っ

た

。

採

用

し

た

素

子

は

６

Ａ

、

１

５

．

４

Ｖ

。

暑

さ

が

約

４

ミ

リ

で

あ

る

。

素

子

は

Ｃ

Ｐ

Ｕ

の

冷

却

や

多

く

の

ポ

ー

タ

ブ

ル

冷

蔵

庫

や

、

家

庭

用

ワ

イ

ン

セ

ラ

ー

な

ど

に

用

い

ら

れ

て

い

る

素

子

で

電

流

を

流

す

こ

と

で

、

片

方

の

金

属

か

ら

も

う

片

方

へ

熱

が

移

動

す

る

と

い

う

ペ

ル

テ

ィ

エ

効

果

を

利

用

し

た

板

状

の

半

導

体

素

子

で

あ

る

。

こ

れ

に

よ

り

、

一

方

の

面

が

吸

熱

し

、

反

対

面

に

発

熱

が

起

こ

る

。

こ

の

発

熱

を

ヒ

ー

ト

シ

ン

ク

と

冷

却

フ

ァ

ン

で

下

げ

る

わ

け

で

あ

る

が

表

面

温

度

が

３

度

下

が

る

の

が

限

界

で

あ

っ

た

。

さ

ら

に

、

素

子

が

冷

蔵

庫

内

部

に

到

達

す

る

た

め

に

は

ア

ル

ミ

ブ

ロ

ッ

ク

な

ど

で

量

ま

し

す

る

必

要

が

あ

り

、

よ

り

冷

や

さ

な

く

て

は

い

け

な

い

と

考

え

る

。
さ

ら

に

冷

や

す

た

め

に

薬

品

を

使

用

し

た

。

そ

れ

で

も

冷

却

が

難

し

い

の

で

、
ヒ

ー

ト

シ

ン

ク

と

フ

ァ

ン

を

改

造

し

た

。

次

に

箱

の

製

作

に

取

り

か

か

る

。

箱

は

発

泡

ス

チ

ロ

ー

ル

箱

内

部

に

放

熱

用

シ

リ

コ

ー

ン

で

ア

ル

ミ

板

を

張

り

、
実

験

を

す

る

。
試

行

錯

誤

の

結

果

、

奥

の

（

ペ

ル

チ

ェ

面

）

と

下

に

張

る

２

面

が

最

も

冷

え

た

。

 

 

当

初

の

目

標

で

あ

っ

た

冷

蔵

庫

内

温

度

は

４

度

に

な

っ

た

が

、

木

製

の

設

計

通

り

に

は

い

か

な

か

っ

た

。

ま

た

電

源

部

分

も

直

流

電

源

を

つ

な

げ

る

設

定

に

な

っ

た

。

今

後

は

、

継

続

し

て

製

作

し

た

い

と

述

べ

て

い

る

。

 

  

倉

部

氏

か

ら

、
実

践

の

後

継

者

を

育

成

す

る

大

変

さ

の

発

言

が

あ

っ

た

。

樋

上

氏

の

富

良

野

緑

峰

で

の

実

践

は

育

成

が

成

功

し

た

か

に

見

え

た

が

、

持

続

性

が

難

し

い

と

の

こ

と

で

あ

る

。
そ

の

対

策

と

し

て

上

原

氏

か

ら
「

組

合

と

し

て

ま

と

め

き

れ

な

い

の

か

」

と

の

助

言

が

あ

っ

た

。

 

 



２ 

「

課

題

研

究 

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

班

の

と

り

く

み

」

 

 
 

「

作

品

発

表

会

＆

他

己

評

価

」

 

 
 

 
北

海

道

室

蘭

工

業

高

等

学

校 
 

 

清

水 

正

貴

 

 

生

徒

の

や

る

気

を

引

き

出

し

、

地

域

と

の

結

び

つ

き

や

学

校

の

イ

メ

ー

ジ

ア

ッ

プ

を

図

る

取

り

組

み

と

し

て

課

題

研

究

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

班

の

活

動

を

紹

介

。

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

班

は

３

年

前

に

発

足

し

、

こ

れ

ま

で

に

小

学

校

へ

の

「

も

の

づ

く

り

体

験

教

室

」

や

、

町

内

会

と

の

連

携

で

、
「

ご

み

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

製

作

」「
こ

ど

も

神

輿

の

台

車

作

成

」「
町

内

会

館

の

看

板

製

作

」

な

ど

に

着

手

。
そ

し

て

今

年

度

は

清

水

氏

の

正

式

担

当

に

な

り

、
「

緊

急

避

難

用

リ

ア

カ

ー

の

設

計

」

や

、

近

隣

幼

稚

園

の

「

備

品

補

修

」

を

行

っ

て

い

る

と

紹

介

。

特

に

「

備

品

補

修

」

は

テ

ン

ト

の

ア

ル

ミ

フ

レ

ー

ム

の

補

修

や

運

動

会

用

玉

入

れ

か

ご

の

補

修

、

園

児

が

描

い

た

絵

を

乾

か

す

た

め

の

ラ

ッ

ク

の

補

修

を

行

っ

た

。

 

 

こ

の

よ

う

な

活

動

を

さ

ら

に

幅

広

く

し

た

い

と

清

水

氏

は

述

べ

て

い

る

。

室

蘭

工

業

大

学

と

の

連

携

や

企

業

と

の

連

携

も

模

索

中

で

あ

る

。
 

  

作

品

発

表

会

は

、

清

水

氏

が

こ

れ

ま

で

関

わ

っ

て

き

た

生

徒

の

実

態

を

通

じ

て

実

施

に

踏

み

切

っ

た

と

の

こ

と

で

あ

る

。

そ

れ

は

面

接

指

導

を

通

じ

て

人

前

で

上

手

く

話

す

こ

と

が

出

来

な

い

こ

と

や

ア

ピ

ー

ル

が

出

来

な

い

な

ど

の

生

徒

が

増

え

て

い

る

こ

と

を

懸

念

し

て

の

こ

と

で

あ

る

。

そ

の

対

策

の

一

つ

と

し

て

発

表

会

に

踏

み

切

っ

た

。

 

 

内

容

は

文

鎮

製

作

に

つ

い

て

で

あ

る

。

１

週

３

時

間

を

４

週

で

手

仕

上

げ

作

業

の

基

礎

基

本

を

行

い

、

最

後

の

一

時

間

を

発

表

会

に

あ

て

る

。

発

表

内

容

は

次

の

と

お

り

で

あ

る

。

 

①

 

出

席

番

号

・

氏

名

 

②

作

品

の

良

い

所

や

見

て

ほ

し

い

所

 
 



③

作

品

の

失

敗

し

た

所

と

そ

の

改

善

点

 

④

実

習

中

の

ヒ

ヤ

リ

ハ

ッ

ト

 
⑤

手

仕

上

げ

実

習

を

通

し

て

の

感

想

 

ま

た

注

意

点

と

し

て

 

①

元

気

よ

く

ハ

キ

ハ

キ

と

話

す

こ

と

 

②

具

体

的

に

話

す

こ

と

 

③

聞

く

側

は

、

発

表

中

私

語

厳

禁

で

、

発

表

が

終

わ

っ

た

ら

拍

手

を

送

る

こ

と

 

④

質

問

が

あ

れ

ば

す

る

こ

と

 
 

 
 

 
 

と

し

て

い

る

。

 

 

ま

た

清

水

氏

は

他

己

評

価

を

取

り

入

れ

て

い

る

。
方

法

は

５

段

階

で

、

作

品

と

発

表

内

容

に

そ

れ

ぞ

れ

評

価

を

つ

け

て

も

ら

い

、

そ

の

合

計

を

成

績

に

反

映

さ

せ

て

い

る

。

 

 

生

徒

の

反

応

は

様

々

で

あ

る

。

普

段

明

る

い

生

徒

が

人

前

で

話

が

で

き

な

い

。

大

人

し

い

生

徒

が

き

ち

ん

と

発

表

で

き

る

な

ど

の

一

面

を

見

る

こ

と

が

で

き

る

。

 

  

町

井

氏

か

ら

は

観

点

別

評

価

に

す

る

と

、

生

徒

自

身

が

「

こ

の

よ

う

な

所

」

か

ら

評

価

さ

れ

る

の

だ

な

と

実

感

で

き

る

と

指

摘

し

て

い

る

。

ま

た

サ

ー

ビ

ス

ラ

ー

ニ

ン

グ

で

地

域

と

の

連

携

も

考

え

て

も

い

い

と

の

助

言

が

あ

っ

た

。

佐

藤

氏

か

ら

は

理

科

と

の

連

携

が

必

要

と

提

案

が

あ

っ

た

。

ま

た

大

学

と

の

連

携

は

大

学

間

者

と

の

関

係

が

大

変

重

要

に

な

る

と

の

助

言

が

あ

っ

た

。

 

      



３ 

学

校

の

学

び

を

ど

う

考

え

て

い

く

か

 

 
 

～

学

校

で

学

ん

だ

学

習

と

職

場
（

仕

事

）
か

ら

学

ん

だ

学

習

の

統

合

～

 

 
 

 
北

海

道

芦

別

高

等

学

校 
 

 
 

佐

藤 

琢

磨

 

今

年

度

芦

別

高

校

に

異

動

に

な

っ

た

佐

藤

氏

の

学

び

に

つ

い

て

の

考

察

を

紹

介

。

ま

ず

中

央

教

育

審

議

会

の

答

申

よ

り

、

 

①

「

学

校

か

ら

社

会

・

職

業

へ

の

移

行

」

が

円

滑

に

行

わ

れ

て

い

な

い

②

普

通

科

の

卒

業

生

は

専

門

学

科

・

総

合

学

科

に

比

べ

て

非

正

規

雇

用

の

比

率

が

高

い

と

い

っ

た

調

査

が

あ

る

こ

と

な

ど

、

普

通

科

に

お

け

る

学

習

と

社

会

・

職

業

と

の

か

か

わ

り

が

薄

い

傾

向

が

あ

る

と

２

点

を

指

摘

し

て

い

る

。

 

 

佐

藤

氏

の

前

任

校

美

唄

尚

栄

高

校

で

は

、

１

年

次

で

産

業

社

会

と

人

間

に

お

い

て

職

場

見

学

な

ど

で

職

業

に

触

れ

、

２

年

次

で

は

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

、

３

年

次

の

総

合

的

な

学

習

の

時

間

で

も

進

路

に

つ

い

て

ふ

れ

る

と

い

う

環

境

が

あ

る

。

 

 

佐

藤

氏

は

ま

ず

自

動

者

整

備

士

に

な

り

た

い

生

徒

の

学

び

を

例

に

上

げ

て

い

る

。

美

唄

市

内

に

あ

る

整

備

工

場

に

自

動

車

整

備

士

２

級

の

試

験

問

題

を

持

参

し

て

伺

っ

た

。「

電

気

回

路

の

問

題

は

実

際

に

整

備

の

仕

事

を

す

る

上

で

必

要

な

ス

キ

ル

で

あ

り

、

高

校

時

代

に

し

っ

か

り

学

ん

で

お

い

た

ほ

う

が

よ

い

」
と

の

こ

と

で

あ

る

。
高

校

で

は
「

物

理

基

礎

」

で

出

て

く

る

。

美

唄

尚

栄

で

は

、

電

器

・

機

械

分

野

が

大

き

く

関

連

し

て

い

る

他

、

実

際

の

作

業

に

向

け

た

安

全

教

育

が

必

要

な

こ

と

か

ら

、

そ

れ

ら

に

関

連

す

る

内

容

に

つ

い

て

も

、

演

習

や

実

習

を

通

し

て

学

習

を

深

め

て

い

る

と

の

こ

と

で

あ

る

。

 

 

次

に

な

ぜ

、

数

学

を

学

ぶ

の

か

と

い

う

命

題

を

提

起

。

電

気

機

器

を



学

ぶ

生

徒

に

お

い

て

は

、

数

学

Ⅱ

の

知

識

が

な

い

と

苦

労

す

る

こ

と

に

な

り

、

数

学

Ⅱ

を

学

習

す

る

こ

と

に

意

義

も

感

じ

、

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

も

高

く

な

る

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

と

指

摘

し

て

い

る

。

ま

た

将

来

の

職

業

や

地

域

社

会

と

結

び

つ

か

な

い

よ

う

な

教

育

課

程

を

も

つ

普

通

科

高

校

は

、

な

ぜ

学

ぶ

の

か

を

考

え

る

こ

と

が

難

し

い

シ

ス

テ

ム

に

な

っ

て

い

る

で

は

な

い

か

を

懸

念

し

て

い

る

。

こ

の

よ

う

な

懸

念

は

ア

メ

リ

カ

で

も

抱

え

て

い

る

。

オ

レ

ゴ

ン

州

の

s
c

h
o

o
l

―

t
o

―

w
o

r
k

の

取

り

組

み

は

有

名

で

あ

る

が

、

現

在

は

あ

ま

り

行

わ

れ

て

い

な

い

と

の

こ

と

で

あ

る

。
一

方

で

カ

ナ

ダ

で

は

先

進

的

な

取

り

組

み

が

行

わ

れ

て

い

る

。

O
F

F

―

C
A

M
P

U
S

―

E
D

U
C

A
T

I
O

N

は

、
年

間

半

分

以

上

を

職

場

実

習

。

そ

の

実

習

の

中

で

職

業

資

格

を

取

得

し

、

高

校

の

卒

業

資

格

も

取

れ

る

と

い

う

シ

ス

テ

ム

で

あ

る

。

評

価

表

や

事

業

所

に

提

出

す

る

文

書

な

ど

す

べ

て

行

政

が

１

冊

の

マ

ニ

ュ

ア

ル

に

し

て

ば

ら

つ

き

が

な

い

の

で

、

日

本

の

イ

ン

タ

ー

ン

シ

ッ

プ

と

は

大

き

く

異

な

る

印

象

で

あ

る

と

紹

介

し

て

く

れ

た

。

 

 

最

後

に

佐

藤

氏

は

普

通

高

校

で

の

学

び

の

内

容

が

現

実

の

社

会

と

結

び

つ

く

機

会

が

や

は

り

少

な

い

と

感

じ

て

い

る

が

、

そ

の

解

決

方

法

が

デ

ュ

ー

イ

に

あ

る

の

で

は

な

い

か

と

考

察

し

て

い

る

。

 

 ４ 

福

島

商

業

に

お

け

る

販

売

実

習

（

１

年

目

）

 

 
 

 

北

海

道

福

島

商

業

高

等

学

校 

工

藤 

英

太

郎

 

 

秋

に

行

わ

れ

た

福

島

町

主

催

の

カ

ン

ト

リ

ー

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

に

参

加

し

た

販

売

実

習

の

実

践

を

報

告

。

対

象

は

３

年

生

全

員

で

あ

る

。

本

校

の

販

売

実

習

は

年

３

回

あ

り

、
ま

と

め

の

販

売

実

習

と

考

え

て

い

る

。 

 

準

備

と

し

て

は

、
「

総

合

実

践

」
「

文

書

デ

ザ

イ

ン

」

の

授

業

を

活

用



し

て

い

る

。

総

合

実

践

で

は

商

品

選

定

や

レ

ジ

業

務

、

接

客

の

練

習

を

し

ま

し

た

。

特

に

商

品

選

定

は

福

島

町

特

産

「

黒

米

」

を

使

用

し

た

大

福

を

三

百

個

仕

入

れ

ま

し

た

。

地

元

の

和

菓

子

屋

「

な

り

や

」

の

協

力

に

よ

る

代

理

販

売

で

毎

年

実

施

し

て

い

る

。

文

書

デ

ザ

イ

ン

で

は

Ｐ

Ｏ

Ｐ

広

告

の

作

成

、

新

聞

折

り

込

み

広

告

の

作

成

も

行

っ

た

。

新

聞

折

り

込

み

広

告

は

福

島

町

に

あ

る

新

聞

販

売

店

に

持

ち

込

み

を

行

っ

た

。

カ

ン

ト

リ

ー

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

の

宣

伝

は

福

島

町

で

行

っ

て

い

る

が

、

本

校

の

販

売

実

習

の

み

の

折

込

を

す

る

こ

と

は

前

述

し

た

「

黒

米

大

福

」

を

楽

し

み

に

し

て

い

る

町

民

が

多

い

の

で

、

そ

の

宣

伝

の

た

め

で

も

あ

る

。

 

 

当

日

は

好

天

に

も

恵

ま

れ

、

来

場

者

も

昨

年

よ

り

大

幅

に

多

か

っ

た

の

で

、

黒

米

大

福

も

完

売

し

た

。

他

の

商

品

も

ほ

ぼ

完

売

し

た

。

生

徒

の

接

客

姿

勢

も

概

ね

好

評

で

あ

っ

た

。

ス

テ

ー

ジ

か

ら

の

宣

伝

も

物

怖

じ

せ

ず

に

出

来

た

。

高

齢

者

の

接

客

も

良

か

っ

た

。

大

き

な

声

で

ゆ

っ

く

り

と

説

明

を

し

て

い

た

。

ま

た

販

売

が

伸

び

悩

ん

で

い

た

商

品

に

つ

い

て

も

路

上

売

り

を

す

る

な

ど

積

極

的

な

姿

勢

も

あ

っ

た

。

 

 

一

方

で

反

省

点

も

あ

る

。

販

売

計

画

や

商

品

計

画

に

時

間

を

か

け

る

こ

と

が

出

来

れ

ば

、

生

徒

の

達

成

感

も

あ

っ

た

と

思

う

。

時

間

は

か

か

る

が

、

計

画

に

時

間

を

か

け

る

べ

き

で

あ

る

。

ま

た

レ

ジ

研

修

を

す

べ

て

の

生

徒

に

行

う

べ

き

で

あ

っ

た

。

ア

ル

バ

イ

ト

経

験

者

に

任

せ

て

し

ま

っ

た

が

、

お

金

を

扱

う

経

験

は

や

は

り

商

業

科

の

生

徒

は

全

員

行

う

べ

き

で

あ

る

。

 

 

今

後

は

商

品

販

売

の

イ

ロ

ハ

を

外

部

か

ら

ヒ

ヤ

リ

ン

グ

す

る

こ

と

や

生

徒

の

話

し

合

い

に

時

間

を

か

け

る

べ

き

で

あ

る

。

ま

た

接

客

マ

ニ

ュ

ア

ル

の

整

備

や

営

業

手

続

き

の

ノ

ウ

ハ

ウ

な

ど

も

必

要

で

あ

る

。

 



 ５ 
普

通

科

単

位

制

に

お

け

る

農

業

系

科

目

の

 

学

習

内

容

と

実

施

上

の

課

題

 

―

全

国

初

と

な

る

 

２

０

１

５

年

度

音

更

高

校

の

試

み

か

ら

―

 

 
 

 

北

海

道

音

更

高

等

学

校

定

時

制 
 

高

野 

正

 

 

「

公

立

高

等

学

校

配

置

計

画

」

は

、

音

更

高

校

昼

間

定

時

制

農

業

科

を

募

集

停

止

し

、

合

わ

せ

て

１

５

年

度

か

ら

従

来

の

全

日

制

普

通

科

を

「

単

位

制

」

に

移

行

す

る

こ

と

に

決

定

し

た

。

こ

の

背

景

に

は

「

音

更

高

校

に

は

約

２

０

ヘ

ク

タ

ー

ル

の

学

校

林

や

温

室

、

ビ

ニ

ー

ル

ハ

ウ

ス

、

農

業

機

材

な

ど

が

あ

る

。

ま

た

、

生

徒

が

町

内

花

壇

づ

く

り

な

ど

に

取

り

組

ん

で

い

る

こ

と

な

ど

か

ら

、
『

花

の

音

更

高

校

』
と

し

て

、
地

域

か

ら

親

し

ま

れ

て

い

る

。

こ

の

農

業

科

の

特

色

を

生

か

し

た

学

校

づ

く

り

を

町

教

委

が

道

教

委

に

要

望

し

て

い

た

」

と

言

わ

れ

て

い

る

。

こ

の

単

位

制

に

お

け

る

農

業

系

科

目

の

学

習

内

容

と

実

施

上

の

課

題

を

高

野

氏

は

レ

ポ

ー

ト

で

提

起

す

る

。

 

 

教

育

課

程

表

を

見

て

み

る

と

、

農

業

系

科

目

は

１

年

次

で

は

１

単

位

で

あ

る

が

、

２

年

次

で

は

８

単

位

。

３

年

次

で

は

１

６

単

位

で

あ

る

。

２

、

３

年

次

に

は

そ

れ

ぞ

れ

２

単

位

の

時

間

外

単

位

が

あ

る

。

 

 

科

目

で

特

徴

的

な

も

の

を

紹

介

す

る

と

１

年

次

の

必

修

科

目

「

地

域

環

境

」

は

、
『

十

勝

と

い

う

地

域

の

環

境

、

身

近

な

自

然

の

成

り

立

ち

、

歴

史

や

文

化

等

、

基

礎

的

な

知

識

を

農

業

の

体

験

的

な

学

習

を

交

え

て

学

ぶ

こ

と

が

で

き

る

。
』
と

定

義

し

て

い

る

。
２
・
３

年

次

の
「

環

境

デ

ザ

イ

ン

Ⅰ

・

Ⅱ

」

で

は

ラ

ン

ド

ス

ケ

ー

プ

の

授

業

を

展

開

す

る

。

中

学

生

の

体

験

講

座

「

環

境

デ

ザ

イ

ン

」
で

は

、
「

遊

び

場

の

デ

ザ

イ

ン

体

験

」
と

題

し

て

生

徒



が

グ

ル

ー

プ

に

分

か

れ

て

討

議

を

行

っ

た

。

中

学

生

か

ら

は

「

意

見

を

出

し

合

う

授

業

が

楽

し

か

っ

た

」
「

土

地

の

状

態

や

周

り

の

環

境

に

よ

っ

て

色

々

な

工

夫

が

必

要

な

こ

と

を

改

め

て

感

じ

た

」

な

ど

の

感

想

が

寄

せ

ら

れ

た

。

こ

の

科

目

は

外

部

講

師

に

よ

る

も

の

ど

あ

る

。

 

 

最

後

に

高

野

氏

は

、
「

普

通

科

単

位

制

や
「

環

境

デ

ザ

イ

ン

」
が

地

域

の

子

ど

も

た

ち

か

ら

本

当

に

ニ

ー

ズ

が

あ

っ

た

の

か

」「
１

年

次

の

地

域

環

境

で

は

、

４

０

人

４

ク

ラ

ス

の

１

６

０

人

が

履

修

す

る

。

体

験

的

な

実

習

を

す

る

が

、

作

業

着

な

ど

の

生

徒

負

担

も

あ

る

が

実

現

可

能

な

の

か

」

他

に

も

、
「

外

部

講

師

を

確

実

に

確

保

で

き

る

の

か

」
「

困

難

や

課

題

を

抱

え

た

子

ど

も

た

ち

の

進

路

に

つ

い

て

、

ど

の

よ

う

に

考

え

れ

ば

い

い

の

か

」

と

い

う

課

題

を

提

起

し

て

お

り

、

ぜ

ひ

意

見

を

寄

せ

て

欲

し

い

と

の

こ

と

で

あ

る

。

レ

ポ

ー

ト

参

加

の

み

で

あ

っ

た

の

で

、

音

更

高

校

高

野

宛

に

メ

ー

ル

や

Ｆ

Ａ

Ｘ

な

ど

で

連

絡

し

て

欲

し

い

と

思

う

。

 

  

終

わ

り

に

 

 

研

究

会

の

場

所

が

「

か

で

る

」

か

ら

「

札

幌

学

院

大

学

」

に

変

更

に

な

っ

た

こ

と

で

、

参

加

が

困

難

に

な

る

心

配

が

あ

っ

た

が

、

例

年

通

り

の

参

加

人

数

で

あ

っ

た

。

し

か

し

毎

年

参

加

し

て

い

る

江

差

中

学

校

の

内

糸

氏

や

紋

別

高

校

の

木

村

氏

の

参

加

が

な

か

っ

た

の

が

非

常

に

残

念

で

あ

っ

た

。

ま

た

高

校

の

職

業

科

は

商

業

や

工

業

・

農

業

だ

け

で

な

く

、

看

護

・

水

産

な

ど

多

岐

に

わ

た

る

が

、

参

加

者

が

な

か

っ

た

の

が

残

念

で

あ

る

。

 

他

の

分

科

会

と

の

セ

ッ

シ

ョ

ン

な

ど

参

加

者

を

増

や

す

工

夫

が

必

要

で

あ

る

の

か

も

し

れ

な

い

。

 


